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◆調査の概要 

[1] 調査の目的 

我孫子市では、東日本大震災以降、主に転入者の減少と転出者の増加により、人口

の減少が続いている。そのため、転入者と転出者から率直な意見を聴いて、その原因

の分析や今後の人口施策に役立てていけるようアンケート調査を実施することにし

た。 

 

[2] 調査の方法 

・調査対象：市民課（行政サービスセンター含む）に転入と転出の届出に来た方 

 

・調査方法：転入者用と転出者用のアンケート用紙を市民課で配布し、その場で記入し

てもらい、専用の回収箱で回収する。ただし、後日郵送を希望する方には、

返信用封筒を渡して対応する。 

  

・調査時期：平成 24 年 11 月 1日～平成 25年 4月 30 日（6か月間） 

 

[3] 回収結果 

 ・有効回答：転入者 1,289 人、転出者 1,330 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庁 つくし野 我孫子 天王台 湖北 湖北台 新木 布佐 全体

窓口での届出件数
1,139 52 405 215 25 85 49 54 2,024

アンケート回答数
626 39 286 190 21 54 41 32 1,289

アンケート回答割合
55% 75% 71% 88% 84% 64% 84% 59% 64%

窓口での届出件数
867 87 580 245 34 112 79 82 2,086

アンケート回答数
433 61 406 205 29 71 62 63 1,330

アンケート回答割合
50% 70% 70% 84% 85% 63% 78% 77% 64%
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[4] 報告書の見方について 

・集計は、小数点第 2 位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が 100％になら

ない場合がある。 

・回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数

回答の設問は、全ての比率を合計すると 100％を超えることがある。 

・質問の回答者数は［ｎ］として掲載した。 

・複数回答の質問については図表に《ＭＡ》と表示した。 

・本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。分析軸に使

用した属性項目は、未回答を除いてあるため、各属性の件数の合計が全体件数と異な

る場合がある。 

  


